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トリウムチャネル Nav 1.8 の翻訳後修飾を起こし，
痛覚過敏を惹起することを明らかにした14）．さらに
そのメカニズムに加えて，冷覚受容体チャネルであ










































































い炎症関連分子の IL-1 受容体関連キナーゼ 1（IL-1 
receptor-associated kinase：IRAK1）や腫瘍壊死















受ける可能性から，Li らは血中 NSE と糖尿病神経
障害の関係について検討している34）．1 型と 2 型の
糖尿病患者を対象に検討したところ，血清中のNSE
値（µg/l）は対照群に比べて糖尿病群で僅かに上昇
しており（8.7 → 9.1，P ＜ 0.05），とくに神経障害を









































































バイオマーカー候補 試料 定量方法 機能 神経障害時の変化 文献
AGEs 関連
メチルグリオキサール ヒト血清 HPLC 電位依存性ナトリウム
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